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東日本旅客鉄道株式会社  

常務執行役員 新幹線統括本部長 川合 正敏 殿 

 

ＪＲ東日本輸送サービス労働組合 

 中央執行委員長 佐々木 宏充 
 

 

「２０２１年３月ダイヤ改正等について」に関する申し入れ 

【東京新幹線運輸区】 

 

２０２１年３月ダイヤ改正では、東北・北海道新幹線や上越新幹線の利便性向上として、上

野～大宮間の速度向上を実施した所要時間の短縮、一部「やまびこ・つばさ」の列車時刻の見

直し、「はやぶさ」の列車体系の見直し、上越新幹線にはＥ７系を追加投入し一部の「たにがわ」

の列車時刻の見直し、また、東京新幹線運輸区を設置し安全・サービス品質の更なるレベルア

ップと輸送の安定性の維持及び効率的な業務体制の実現を目指していくとの提案を受けました。

さらに、就業規則第４８条別表第１（以下、「就業規則別表第１」）に定める乗務主務、乗務主

任、乗務指導係、乗務係については、就業規則別表第１に定める各業務に関する必要な教育を

行ったうえで、順次、担当業務間の相互運用を行うことも提案されました。 

提案では、業務に必要な標準数について、これまで「運転士」「車掌」と分けて示していたも

のを「乗務」として示されています。これは、「新たなジョブローテーション」の実施によって、

職名としてあった「運転士」「車掌」を担務とし「乗務職」に変更を行ってきたことに起因して

いることは理解できます。しかし、列車の運行に必要な「運転士」と「車掌」それぞれの標準

数を定めずに業務に必要な要員は確保しているとの主張を繰り返す姿勢からも、行路数、波動

数などの業務量に応じた要員算出が適正に行われているのか不明確なものであり、真実を覆い

隠していると言わざるを得ません。 

また「乗務職」として担当業務間の相互運用を行うことは、運転取り扱い業務を遂行する上

での「判断力や行動力」、「安全性や専門性」が低下することは明らかです。さらには「新たな

ジョブローテーション」の実施により経験労働が阻害されているなかで、仕事の本質や仕組み、

ルールの理解力が低下し取扱い誤りの増加を引き起こしかねません。 

「２０２０年３月ダイヤ改正の検証申し入れ」の団体交渉では、乗務員勤務制度の見直しに

おける「効率化のさらなる追求」による睡眠を目的とした乗務の中断や食事を目的とした乗務

の中断の拡大を求めました。また前夜出勤の増加、短時間行路の設定時間などの改善を次期ダ

イヤ改正で行うことを求め、会社回答では乗務員勤務制度に則り、働きやすい環境の整備に向

けて、現場実態に即して可能な限り調整していくことを確認しています。 

安全・安定輸送を前提として、利便性とお客さまへのサービス向上に繋げるとともに、組合

員の働きがいを創出し、「鉄道安全」と「労働安全」の実現を図っていかなければならないと考

えています。 

したがって、以下の通り申し入れますので会社の真摯な回答と議論を要請します。 



記 

【共通】 

１．東京新幹線運輸区担当の行路を、運転士・車掌共に全体的に増やすこと。 

 

２．安全・安定輸送を確保するための運転士・車掌の標準数が明確でないため、標準数の提案

は、就業規則第４８条別表第１によらず運転士・車掌と分けて提案すること。 

 

３．２０２１年度における新幹線の臨時列車等の輸送計画および波動要員数を運転士・車掌別

に示すこと。なお、「東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会」開催に伴う要員

算出の考え方を明らかにすること。 

 

４．「２０２１年３月ダイヤ改正等について」の提案事項である相互運用について東京新幹線運

輸区における考え方を明らかにすること。 

 

５．クロス提示においては、十分な労使議論を保障するためにも、成案になり次第速やかに示

すこと。 

 

【運転士】 

１．以下の行路においては業務内容に偏りが見受けられ、負担が明らかなため、業務内容の平

準化に努めること。 

①６１１行路 ８時４２分出勤で高崎行最終電車まで乗務 

②６１２行路 ９時５４分出勤で長野行最終電車まで乗務 

 

２．東京駅からの下り列車において、長野・新潟・越後湯沢・高崎・仙台・那須塩原までの最

終電車が全て東京新幹線運輸区担当となっているため、他区所との負担の平準化に努めるこ

と。 

  

３．技術力の維持・向上の観点から、北陸行路を増とするとともに、仙台以北の行路を４行路

とすること。 

 

４．在宅休養時間確保の観点から、以下の通り行路を設定すること。 

①日勤行路の出勤時刻を７時３０分以降とすること。 

②日勤行路の退勤時刻を１９時前とすること。 

③明けの退勤時刻を１３時前までの設定とすること。 

  

５．１１７‐１行路の労働時間Ａを１４時間以内とすること。 

  

６．以下の行路を持ち替えて、拘束時間を短縮すること。 

①２１２行路の７１１Ｃと２１４行路の６５３Ｂを持ち替えること。 

②１０３行路の７１７Ｃと２１２行路の８１３Ｅを持ち替えること。 

 

７．泊まり行路の夕食を目的とした乗務の中断時間を最低６０分確保すること。 



 

【車掌】 

１．在宅休養時間確保の観点から日勤行路・泊り行路の出勤時刻を８時３０分以降とすること。 

 

２．食事を目的とした乗務の中断の拡大の為に、次列車が始発にあたる場合は着発９０分、乗

り継ぎの場合は着発８０分確保すること。具体的に以下の通りとすること。 

①１１０６行路は、２１３Ｂを１４５Ｂ（他区持ち）担当または３０３５Ｂ（他区持ち）担

当の仙台乗り継ぎにすること。 

  ②１１０９行路は、２７９Ｂを２８１Ｂ担当（１１０５行路と持ち替え）とすること。 

  ③１１１０行路は、３０４２Ｂを東京まで通しで担当とすること。 

  ④１２０１行路は、４１４Ｃの東京到着時刻を繰り上げること。 

  ⑤１２８１行路は、５７１Ｅを３５１１Ｅ（他区持ち）と持ち替えること。 

 

３．１２５１行路の拘束時間の短縮を図ること。 

 

４．１１０４行路の２１７Ｂ担当を３０４１Ｂ（他区持ち）担当と持ち替え、新青森まで担当

とすること。 

 

５．１２０２行路明け・東京駅での４７２Ｃ～２４０３Ｃの乗り継ぎ時間が僅少のため拡大す

ること。 

 

６．東京新幹線運輸区の車掌の乗務担当から山形新幹線「つばさ」を外した理由を明らかにす

ること。なお、安全・サービス品質のレベルアップを図り、かつ異常時対応力を強化してい

くために山形新幹線「つばさ」の東京～山形間を定期行路として設定すること。 

 

以 上 


